
       自主基準表：       (1/2) 
製品 自主基準 項目 基準内容 

全
製
品 

製品環境 

アセスメント 

自主基準評価 自主基準の満足度を定量的に評価し、製品環境アセスメントで 90点以上 

省エネ化 単位性能＊１当りの平均電力値は、従来製品と比べて 20％以上削減 

部材削減 単位性能＊１当りのプリント基板総面積、または総質量は、従来製品と比べて 10％以上削減

省エネルギー、 

省資源化設計 

小型化 単位性能＊１当りの体積は、従来製品と比べて 10％以上削減 

有害物質の排除 

（グリーン調達） 禁止物質の排除 

製品の構成部材（部品、材料、副資材）には使用禁止物質１５物質群を含有、及び使用し

ていないこと。但し、鉛はんだ実装と RoHS 指令における適用除外を除く。また、鉛はんだめ

っき部品は全体使用部品品種の５％未満とする。 

廃棄情報開示 廃棄処理に注意が必要な部位は、情報提供できる。 

半
導
体
試
験
装
置 

リサイクル設計 

リサイクル容易性 製品に使用する自社設計のプラスチック部品類は 90％以上が再資源可能、各部位の

90％以上は一般工具で解体可能、バッテリパック類はリサイクルマークがある。 

省エネ化 単位性能＊１当りの平均電力値は、従来製品と比べて 10％以上削減 

部材削減 単位性能＊１当りの総質量は、従来製品と比べて 10％以上削減 

省エネルギー、 

省資源化設計 

小型化 単位性能＊１当りの体積は、従来製品と比べて 10％以上削減 

有害物質の排除 

（グリーン調達） 禁止物質の排除 

製品の構成部材（部品、材料、副資材）には使用禁止物質１５物質群を含有、及び使用し

ていないこと。但し、鉛はんだ実装と RoHS 指令における適用除外を除く。また、鉛はんだめ

っき部品は全体使用部品品種の５％未満とする。 

廃棄情報開示 廃棄処理に注意が必要な部位は、情報提供できる。 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
テ
ス
ト
・ハ
ン
ド
ラ 

リサイクル設計 

リサイクル容易性 製品に使用する自社設計のプラスチック部品類は 90％以上が再資源可能、各部位の

90％以上は一般工具で解体可能、バッテリパック類はリサイクルマークがある。 

＊１：単位性能は新製品と旧製品の性能比（新旧の性能比較は周波数、測定ピン数、ＵＰＨなど） 

＊２：使用禁止１５物質は JIG-101A（Joint Industry Guide）で定めたレベル Aの１５物質 

 

 

 

 



自主基準表                 （2/2） 
製品 自主基準 項目 基準内容 

省エネ化 単位性能＊１当りの平均電力値は、従来製品と比べて 10％以上削減 

部材削減 単位性能＊１当りのプリント基板総面積、または総質量は、従来製品と比べて 10％以上削減

省エネルギー、 

省資源化設計 

小型化 単位性能＊１当りの体積は、従来製品と比べて 10％以上削減 

有害物質の排除 

（グリーン調達） 禁止物質の排除 

製品の構成部材（部品、材料、副資材）には使用禁止物質１５物質群を含有、及び使用して

いないこと。但し、鉛はんだ実装と RoHS 指令における適用除外を除く。また、鉛はんだめっ

き部品は全体使用部品品種の５％未満とする。 

廃棄情報開示 廃棄処理に注意が必要な部位は、情報提供できる。 

電
子
計
測
器
・光
セ
ン
シ
ン
グ 

リサイクル設計 

リサイクル容易性 製品に使用する自社設計のプラスチック部品類は90％以上が再資源可能、各部位の90％

以上は一般工具で解体可能、バッテリパック類はリサイクルマークがある。 

省エネ化 単位性能＊１当りの平均電力値は、従来製品と比べて 10％以上削減 

部材削減 単位性能＊１当りの総質量は、従来製品と比べて 10％以上削減 

省エネルギー、 

省資源化設計 

小型化 単位性能＊１当りの体積は、従来製品と比べて 10％以上削減 

有害物質の排除 

（グリーン調達） 禁止物質の排除 

製品の構成部材（部品、材料、副資材）には使用禁止物質１５物質群を含有、及び使用して

いないこと。但し、鉛はんだ実装と RoHS 指令における適用除外を除く。また、鉛はんだめっ

き部品は全体使用部品品種の５％未満とする。 

廃棄情報開示 廃棄処理に注意が必要な部位は、情報提供できる。 

Ｅ
Ｂ
露
光
装
置 

リサイクル設計 

リサイクル容易性 製品に使用する自社設計のプラスチック部品類は90％以上が再資源可能、各部位の90％

以上は一般工具で解体可能、バッテリパック類はリサイクルマークがある。 

＊１：単位性能は新製品と旧製品の性能比（新旧の性能比較は周波数、測定ピン数、ＵＰＨなど） 

＊２：使用禁止１５物質は JIG-101A（Joint Industry Guide）で定めたレベル Aの１５物質 
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